
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
七
年
六
月
九
日
提
出

質

問

第

七

七

号

嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
（
沖
縄
進
入
管
制
業
務
。
レ
ー
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
略
）
」
の
返
還
が
求
め
ら
れ

て
久
し
い
。
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
い
わ
ば
「
空
の
主
権
」
を
回
復
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

沖
縄
の
空
が
米
軍
の
管
轄
下
に
あ
り
、
今
な
お
空
の
主
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
事
実
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
米
両
政
府
は
二
〇
〇
七
年
度
末
を
目
途
に
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
を
日
本
側
に
返
還
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
た

だ
し
、
返
還
に
あ
た
っ
て
は
、
�
緊
急
事
態
に
お
け
る
米
軍
機
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
（
緊
急
発
進
）
を
妨
げ
な
い
�
国
土
交
通
省

の
航
空
管
制
官
が
米
軍
方
式
の
管
制
業
務
を
訓
練
す
る
と
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

待
ち
望
ま
れ
る
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
レ
ー
ダ
ー
進
入
管
制
施
設
管
制
空
域
の
範
囲
を
め
ぐ
っ

て
、
異
な
る
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
混
乱
を
来
し
て
い
る
。
返
還
予
定
の
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
管
制
空
域
の
範
囲
は
、
民
間

航
空
機
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
る
立
場
に
立
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
管
制
空
域
は
、
嘉
手
納
飛
行
場
を
中
心
に
半
径
五
〇
海
里
以
内
・
高
度
二
万
フ
ィ
ー
ト
以
下
及
び
久

米
島
空
港
を
中
心
に
半
径
三
〇
海
里
以
内
・
高
度
五
千
フ
ィ
ー
ト
以
下
の
空
域
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
つ
ま
り
、
嘉
手
納
ラ

一



プ
コ
ン
の
管
制
空
域
は
、
海
里
を
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
換
算
す
る
と
、
嘉
手
納
飛
行
場
を
中
心
に
半
径
九
二
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
久
米
島
空
港
を
中
心
に
半
径
五
五
・
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
空
域
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
沖
縄
県
基

地
対
策
室
発
行
「
沖
縄
の
米
軍
基
地
」
（
平
成
十
五
年
三
月
版
）
や
基
地
関
連
書
籍
及
び
新
聞
報
道
等
に
よ
る
と
、
嘉
手
納

ラ
プ
コ
ン
の
管
制
空
域
は
嘉
手
納
基
地
を
中
心
に
半
径
五
〇
マ
イ
ル
（
八
〇
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
久
米
島
空
港
を
中
心

に
半
径
三
〇
マ
イ
ル
（
四
八
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
等
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
嘉
手
納
ラ
プ
コ

ン
の
管
制
空
域
の
範
囲
に
つ
い
て
政
府
の
正
し
い
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
度
末
を
目
途
と
す
る
と
の
日
米
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
返
還
へ

向
け
た
作
業
は
順
調
に
進
行
し
、
予
定
通
り
の
返
還
が
実
現
す
る
と
見
込
ま
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
返
還
へ
向
け
て
の
航
空
管
制
官
の
米
軍
方
式
の
管
制
業
務
訓
練
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

三

嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
の
返
還
が
実
現
さ
れ
て
も
、
「
空
い
っ
ぱ
い
の
危
険
」
と
い
わ
れ
る
空
の
占
領
状
態
が
解
消
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
沖
縄
に
は
、
二
十
四
カ
所
の
訓
練
空
域
が
あ
り
、
文
字
通
り
目
に
見
え
な
い
軍
事
基
地
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
時
あ
た
か
も
米
軍
再
編
問
題
が
日
米
間
で
協
議
を
さ
れ
て
い
る
が
、
基
地
の
負
担
軽
減
は
単
に
陸
上
の
軍
事

二



基
地
や
軍
事
訓
練
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
沖
縄
の
危
険
極
ま
り
な
い
訓
練
空
域
に
つ
い
て
も
当
然
協
議
が
な
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
、
政
府
は
基
地
負
担
の
軽
減
と
の
関
係
で
沖
縄
に
設
定
さ
れ
て
い
る
二
十
四
カ
所
の
訓
練
空
域
の
存
在
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

那
覇
空
港
の
民
間
空
港
専
用
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
沖
縄
の
観
光
立
県
を
実
現
す
る
た
め
に
も
那
覇
空
港
は
国
際
交
流

の
拠
点
と
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
向
け
た
中
核
民
間
専
用
空
港
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
那
覇
空
港
で
早
朝
に
行
わ
れ
て
い
た
自
衛
隊
機
の
試
運
転
が
民
間
機
の
離
発
着
が
混
雑
す
る
時
間
に
変
更
さ

れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
民
間
機
に
対
す
る
危
険
性
を
増
大
さ
せ
る
要
因
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
断
じ
て
容
認
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、
那
覇
空
港
に
お
け
る
自
衛
隊
機
の
試
運
転
の
時
間
変
更
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
民
間
機
の
離
発
着
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
し
、
民
間
航
空
機
の
安
全
航
行
の
確
保
に
支
障
を

及
ぼ
す
も
の
と
考
え
る
が
、
安
全
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
か
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

三


